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教育優秀賞贈呈
（写真：敬称略）

本会選奨規程第 29 条（電子工学及び情報通信並びに関連分野における教育実践（学会，教育機
関，企業等での教育の実践）において顕著な成果を挙げ，当該分野の教育の発展に寄与した個人）
に基づき，下記の 3名を選び贈呈した．

電子情報分野における啓発書・教科書の
執筆及び人材育成への貢献

受賞者 伊藤智義

伊藤智義君は，天体力学専用計算機GRAPEやホログ
ラフィー専用計算機 HORN の開発で世界的に知られて
いる研究者です．同時に，科学的専門性を背景とした漫
画原作者としても知られています．同君はこれらの専用
計算機の開発により得た知見に基づき，啓発書や漫画・
専門書を通して教育的な社会還元を行っています．
啓発書としては，「スーパーコンピューターを 20 万円

で創る」，漫画には「BRAINS～コンピュータに賭けた
男たち」，「永遠の一手 2030 年，コンピューター将棋
に挑む」，「栄光なき天才たち」があります．いずれも高
い評価を得ており，これらは，同君のストーリーテラー
としての才能を生かした，専門分野への導入教育書とし
て，高く評価できるものです．その教育的な影響力は専
門的な教科書をはるかに超えるものです．より専門性の
高い教科書・専門書の執筆も行っており「専用計算機に
よるシミュレーション」，「GPU プログラミング入門」，
「ホログラフィ入門 コンピュータを利用した 3 次元映
像・3 次元計測」，英文の教科書「Computer Hologra-
phy」があります．
同君は，学生の教育でも特筆すべき成果を挙げていま
す．同君の LSI 設計に関する優れた教育能力を示すも
のに，本会が協賛として 2003 年から実施されている

LSI 設計に関する国際コンテスト「LSI デザインコンテ
スト」での学生の活躍があり，これまでに学生を 24 件
の優勝・準優勝に導いています．
また，同君は専門の研究分野でも優れた研究指導を

行っております．同君が指導した 25 名の学生が博士号
を取得しておりアカデミアや企業で活躍しています．学
生の研究発表においては 140 件を超える受賞がありま
す．また，特に顕著なのが，指導学生が日本の博士課程
学生で最高峰の顕彰である日本学術振興会育志賞を受賞
したことや日本学術振興賞を受賞したことなどです．こ
れらは，対外的にも同君の優れた教育能力を示すもので
す．
これらの教育的業績は本表彰にふさわしい成果であ
り，ここに推薦させて頂きます．

超スマート社会卓越教育プログラムの
設計と実施

受賞者 阪口 啓

阪口啓君は，2006 年に東京工業大学大学院理工学研
究科において論文博士を取得後，現在，同大学工学院教
授だけでなく超スマート社会卓越教育院長を務めていま
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す．
サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合して実現

される超スマート社会は，農業・製造・建設・モビリ
ティ・医療など，我々の日常を取り巻くあらゆる分野に
革新的進化をもたらすことが期待され，その社会を創造
し，その社会をけん引する人材の育成が急務となってい
ます．この革新的分野を学問として体系化し教育を実施
するには，従来の縦割りの教育体制では達成が困難で
す．また，人生 100 年時代の超高齢化社会を迎える我が
国では世代や業種を超えた学びの場が必要となります．
このような社会的背景を受け同君は，東京工業大学及

び関連する企業・国研・自治体などに働きかけ，2018
年 10 月に超スマート社会推進コンソーシアムを設立し
ました．この産官学連携コンソーシアムは，超スマート
社会のための次世代型社会連携教育研究プラットホーム
として人材育成から研究開発までを統合して活動してい
ます．コンソーシアムの中核的施策の一つとして，社会
連携教育及び異分野融合研究を介して人材育成を行う
「超スマート社会卓越教育プログラム」を設計し，文部
科学省の卓越大学院プログラムに採択されました．
2020 年 4 月に東京工業大学で博士学位プログラム

「超スマート社会卓越教育課程」が設置され，同君が初
代教育院長を務めています．この教育課程では，①量子
科学と人工知能の基幹的学力を有し，②サイバー空間・
フィジカル空間にまたがる専門分野で独創的な科学技術
を創出でき，③量子科学から超スマート社会までの道筋
を俯瞰でき，④異分野が融合した社会課題の解決能力を
有し，⑤産官学の各セクタをけん引できるリーダーシッ
プ力のある知のプロフェッショナルを養成しています．
同君が率いる本取組みは，組織内外及び国内外から高い
評価を得ており，本会教育優秀賞にふさわしいと考えま
す．

スマートエスイー：スマートシステムによる
価値創造の人材育成

受賞者 鷲崎弘宜

鷲崎弘宜君は，2003 年に早稲田大学大学院博士後期
課程を修了後，国立情報学研究所を経て，2008 年に同
大学基幹理工学部情報理工学科に採用され，現在同学科
教授として活躍されています．
あらゆる産業において DX の必要性が叫ばれる中，
そのリードに向けて最先端 ICT を軸にビジネスまで結
び付けて価値創造を扱えるイノベーティブ人材が不足し
ています．その人材育成の社会要請に応えるべく同君は
事業責任者として，文部科学省 2017 年公募事業「成長
分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成 enPiT-
Pro」に 13 大学，モバイルコンピューティング推進コ
ンソーシアムを含む 21 企業・団体（傘下 5,000 社超）
との大規模産学ネットワークによりリカレント教育プロ
グラム「スマートエスイー Smart SE」（代表：早稲田大
学）を提案し，採択されました．
これは IoT センサ・通信から AI，ビジネス応用まで

の体系的かつ実践的な履修証明プログラムであり，毎年
30 名程度の社会人が学んでいます．2018 年度修了者の
IoT システム技術検定上級受験者が全員合格し，毎年
75～95% の修了者が総合満足と回答しています．修了 1
年後調査でも 80～90% が業務改善や開拓へつながった
と回答し，独立・起業事例も得られ，高い育成効果を実
証しています．また座学部分を JMOOC と edX 上で提
供し，約 9万名が履修登録しています．これらの成果か
ら文部科学大臣表彰，e-Learning 大賞部門賞，IMS Ja-
pan 賞特別賞，KDDI Foundation Award などを受賞し
ています．
更に同君は，修了者同士や講師，連携先を含むネット

ワーク形成と更なる発展に向けてコンソーシアムを設立
し，多数のセミナーや産学マッチング，交流，DX戦略
の調査研究，石川県やコマツほかと連携した人材育成の
地域展開を進めるなど，技術普及啓発とその先の研究を
進めています．このように同君は最先端リカレント教育
及びその先の調査研究，実践，交流を推進し，功績は極
めて顕著であり，本会の教育優秀賞に同君を推薦しま
す．
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